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2 - 3　ガーナ国健康の輪プログラム　−UW州住民の健康改善プログラム− 4 

1.　協力プログラムの戦略性強化の背景
本プログラム対象地域であるアッパーウェスト州（人口 62 万人、全国 10 州のひと

つ、ガーナ国北西部に位置する）は、ガーナ国内の特に貧困地域といわれる北部 3 州
のひとつとして、5 歳未満児の死亡率が全国平均の約 2 倍にあたる 208（2003 年ガー
ナ人口保健調査、1000 出生あたり）に上るなど保健関連指標の低さと他州との格差
が大きな問題となっており、それは、基礎的保健サービスの低さにその原因があると
されている。

保健サービスが行き渡っていない問題は、ガーナ政府の貧困削減戦略文書や日本政
府の対ガーナ国別援助計画の中でも重点分野である「貧困地域における基礎生活環境
の改善」の１つとして、取り組むべき重要な開発課題に位置づけられている。このた
め、本プログラムは農村部の地域保健医療サービスへのアクセスと質の向上及び住民
参加による健康改善活動の促進によって同州住民の健康状態を改善することを目的と
している。

2.　協力プログラム概要
（1）目標：アッパーウエスト州の住民がよりよい医療を受けられる。

ガーナ国の上位の政策とのかかわりは以下の通り。

　　　　RSPⅡ （貧困対策戦略）　　　　　　　第 2次国家保健 5ヵ年計画
　　人材開発と基礎サービスの改善　　　保健サービスの質およびアクセス向上
　　　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　＜プログラム目標＞　よりよい医療を受けられる

（2）期間：2005 年− 2009 年
（3）コンポーネント：
　1）�CHPS（後述）の拡充とレファラル体制の改善のため、ソフト面での支援に

より住民の基礎的保健サービスのアクセスが向上する（技術協力プログラム）
　2）�病院、ヘルスセンターの医療サービスの改善、レファラル体制や CHO

（Community Health Officer）養成に必要な施設設備が充実する（無償資金協
力）

　3）コミュニティレベルでの健康改善にかかる活動が促進する（JOCV の派遣）
　4）�プログラム実施のための中央レベルでの調整、関連制度や制度への結果の

4　�調査研究「事業マネジメントのあり方」（テーマ 1）第 3 回研究会報告資料
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フィードバックがなされる（援助調整専門家）
（4）目標達成までのシナリオ：
�　本プログラムでは、2006 年度からステージ 1 郡（州内 8 郡中 2 郡）におい
て、技術協力プロジェクトを先行して開始させ CHPS (Community Based Health 
Planning and Service：保健所の下位施設であるヘルスポスト。本施設を拠点に、
常駐のコミュニティ保健師が各戸を巡回し、基礎的保健サービスを提供する。）の
拡充へのソフト面の支援を行なう。同時に、同州の別の郡において本プロジェクト
と連携を図りつつ、JOCV により住民参加の健康改善活動の促進を行なう。また、
2007 年度から無償資金協力により、同郡を含めて全州対象に、CHO 養成校の教育
機材、病院・ヘルスセンターの医療機材、CHPS を含めたレファラル関連機材の供
与を行なう。レファラル体制については技術協力プロジェクトによるソフト面から
の支援も行なう。技術協力プロジェクトと無償資金協力については、プログラム成
果において相乗効果が期待され、技術協力プロジェクトと JOCV はプログラム目
標レベルにおける相乗効果が期待される。これは、JICA 事業の連携により、特定
地域内でパイロット的な事業となり、成果にしたがって、2008 年度からは、ステー
ジ 2 郡（残り 6 郡）に対して、ガーナ側自助努力、個別専門家による中央政府の政
策・制度へのフィードバック、及び JOCV による CHPS 活動支援を通じて、ステー
ジ 1 郡の成果普及させる。なお、このプログラムは、USAID がガーナ国の他の州（2
州は終了、現在は 7 州で展開中）で行っている類似の医療改善事業と協力、連携し、
ガーナ国全国の医療改善を上位の目標として計画されている。

　　プログラム目標と各事業の関係は以下の通り。
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3.　特徴
◦　�協力プログラムとしてスキーム横断的な案件形成・運営マネジメントを実施し、

計画当初から、ガーナの JICA 事務所の関連する担当と本部の事業担当の各部
署が緊密に連絡を取り合い、調整し、記録など情報の共有化に努めた。

◦　�既に USAID が他州の同様な医療協力を展開中であり、両者の援助が終了する
と国全体の医療改善が見込まれる。

４.　教訓と提言 
◦　本部関連部署との連携／情報共有
本部の関係部局と現地事務所が計画形成時から十分な情報交換や連携を TV 会議を

通じ頻繁に行なった。そのため、各事業間の連携が図られた。特に、計画の手順や時
期が比較的固定している無償スキームと他の事業が的確に連携することができた。

　★�プログラムはまだまだプログラムを構成する個々の事業単位で計画管理されて
いるため、個々の事業を担当する本部の各部署との連携が重要である。その連
携も各部署と在外事務所が個別に行なうのではなく、TV会議などを活用し、
関係部署が一緒に協議するのが良い。

◦　セクター調査の重要性
プログラム策定前に、現地で現地コンサルタントを活用し、医療セクター調査を様々

な視点から行っている。
　★�セクター調査により的確な情報を収集する。実施自体ではなく、どのような調
査項目を選ぶかによりプログラムの計画精度が上がる。

プログラムJICA側実施体制
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　★�現地の状況に詳しい現地コンサルタントの活用は、迅速で高い効果が上がる場
合がある。

◦　プログラム・コンポーネントの関係者の理解と協力
プログラムの中心的な事業であるプロジェクトのチーフアドバイザーが、プログラ

ムの内容、目的をよく理解し、他コンポーネントとの連携を積極的に図った。
　★�プログラムを構成する事業連携の効果は、結局は関わる専門家や相手方 C/P、
JOCVによるところが大きい。日本側、相手側共にプログラムの関係者がプロ
グラム全体をよく理解し、プログラムの目標に向かい協力できるよう情報の共
有や事業実施前の十分な説明が必要である。

参考添付資料：�プログラム計画書（案）、プログラム・マトリックス、プログラム
配置図
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平成 18 年 11 月 6 日作成
プログラム計画書（案）

1．基本情報
国名 ガーナ プログラム番号
援助重点分野 （和）　地方・農村部の活性化

（外）Accelerating Rural Development
開発課題 （和）貧困地域における基礎生活環境改善

（外）Improvement of Basic Social Services
協力プログラム名称 （和）アッパーウエスト州住民の健康改善プログラム

（外）Programme for the improvement of health status of 
　 　 people living in Upper West Region

期間 2005 年度　　　〜　　　2009 年度
全体予算額 697（百万円）

■技術協力プロジェクト経費 351 百万円 □研修員受入に必要な経費  百万円
□開発調査プロジェクト経費 百万円 ■無償資金協力関係費  166 百万円
□フォローアップ経費 百万円 ■ボランティア事業経費  180 百万円
□事業強化経費 百万円 □国民参加協力推進経費  百万円
分野課題（中分類）
分野課題（小分類）

保健医療・人口
母子保健・リプロダクティブヘルス

2．プログラム概要（背景・目的）
プログラム対象地域であるアッパーウェスト（Upper West：UW）州は、ガーナ国内の貧困地域といわれる
北部に位置し、5 歳未満児の死亡率が全国平均の約 2 倍にあたる 208（2003 年ガーナ人口保健調査、1000 出生
あたり）に上るなど保健関連指標の低さと他州との格差が問題となっており、基礎的保健サービスの向上が重
要な課題となっている。
本プログラムは、ガーナ政府の貧困削減戦略文書や日本政府の対ガーナ国別援助計画で重要な開発課題に位置
づけられている「貧困地域における基礎生活環境の改善」への取組みの 1 つであり、農村部の地域保健医療サー
ビスへのアクセスと質の向上及び住民参加による健康改善活動の促進によって同州住民の健康状態を改善する
ことを目的としている。

3．プログラムの目標と具体的成果（別添資料 1：プログラムの枠組み）
【プログラム目標】アッパーウエスト州の住民の健康状態が改善する。
【プログラム成果】
1　保健医療サービスへのアクセスと質の向上
　1 - 1　CHPS の拡充※
　1 - 2　病院・ヘルスセンターの医療サービスの改善
　1 - 3　病院・ヘルスセンター・CHPS 間のレファラル体制の改善
2　住民参加による健康改善活動の促進
3　中央レベルでのプログラム成果の普及
※ �CHPS（Community Based Health Planning and Service）とは、保健所の下位施設としてヘルスポストを

建設し、そこにコミュニティ保健師を常駐させ、各戸を巡回し、基礎的保健サービスを提供するものである。
目標年度 2009 年 対象地域 アッパーウエスト州

4．プログラムの目標達成のためのシナリオ
（プログラムの目標達成のためのシナリオ）
本プログラムでは、まず 2006 年度からステージ 1 郡（州内 8 郡中 2 郡）において、技術協力プロジェクトを
先行して開始させ CHPS 拡充へのソフト面の支援を行なう。同時に、同郡において、同プロジェクトと連携
を図りつつ、協力隊により住民参加の健康改善活動の促進を行なう。また、2007 年度から無償資金協力により、
同郡を含めて全州対象に、CHO 養成校※の教育機材、病院・ヘルスセンターの医療機材、CHPS を含めたレファ
ラル関連機材の供与を行なう。レファラル体制については技術協力プロジェクトによるソフト面からの支援も
行なう。技術協力プロジェクトと無償資金協力については、プログラム成果において相乗効果が期待され、技
術協力プロジェクトと協力隊はプログラム目標レベルにおける相乗効果が期待される。
2008 年度からは、ステージ 2 郡（残り 6 郡）に対して、ガーナ側自助努力、個別専門家による中央政府の政策・
制度へのフィードバック、及び協力隊による CHPS 活動支援を通じて、ステージ 1 郡の成果普及させる。
※ CHO（Community Health Officer）
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（各プロジェクト・個別案件の内容）
1．技術協力プロジェクト：
　CHPS 拡充やレファラル体制改善へのソフト面の支援によりプログラム成果に寄与する。
　（具体例）
　　・ガーナ保健サービススタッフ（州保健管理局、郡保健局）のマネジメント能力強化
　　・コミュニティ保健師の CHPS 活動にかかる技術の向上
　　・スーパービジョンシステム改善、リファラルシステム改善
　　・�コミュニティ保健委員会及びコミュニティ保健ボランティアの能力向上と住民参加促進（現地ＮＧＯに

委託）
　　・CHPS 拡大への経験や教訓のシェア促進
2．無償資金協力：
　�病院・ヘルスセンターの医療サービス改善、レファラル体制改善、及び CHO 養成へのハード面の支援（機

材供与）によりプログラム成果に寄与する。
　（具体例）
　　・�州・郡病院には帝王切開（開腹手術）が可能なレベル、ヘルスセンターには通常分娩ができるレベルの

機材供与を行なう。
　　・CHPS の重要な担い手であるコミュニティ保健師の養成校への教材の供与を行なう。
　　・病院・ヘルスセンターにレファラル体制改善に必要な機材供与を行なう。
3．JOCV 派遣：
　�ステージ 1 郡においては、コミュニティの健康状態改善にかかる様々な活動を支援し、プログラム成果に寄

与する。ステージ 2 郡においては、CHPS 活動への支援を行い、技術協力プロジェクトのステージ 1 郡にお
ける成果のステージ 2 郡への展開を側面支援する。

　（具体例）
　�ステージ１郡においては、郡レベルを所属機関とし、安全な水の供給、衛生改善、栄養改善、生計向上など

住民の健康改善活動促進を行なう村落開発普及員などの隊員を派遣し、ステージ２郡では、技プロのステー
ジ２郡への展開を補完的に支援する保健師や看護師隊員を派遣する。

4 　援助調整（保健医療）専門家：
　�プログラム実施のための中央レベルでの調整、及びプログラム成果の政策・制度へのフィードバックを行なう。

（他の我が国資金協力等）

5．指標・評価方法／指標入手方法 / 評価時期：（別添資料 2：プログラム PDM）

6．プログラム工程表（ローリングプラン）：（別添資料 3：プログラム工程表）

7．人間の安全保障・グローバル・イシューとの関連
①�政府レベルと地域社会の人々の双方にアプローチし、相手国や地域社会の持続発展性に資する包括的なアプ

ローチ。
②�日本の近代化の経験を踏まえ、人材育成、組織強化、制度作りへの技術的な支援を通じて、途上国の人々が

能力を高め、自分たちの抱える課題を自ら解決できるようになることを目指すキャパシティ ･ デベロップメ
ントのプロセスを支援。

　以上により「人間の安全保障」の理念を実践する。
　また、2015 年をターゲットとした、ミレニアム開発目標「５歳未満児死亡率の削減」、「妊産婦の健康の改善」、

「HIV/ エイズ、マラリア及びその他の疾病の蔓延防止」に資するものである。

8．援助重点分野及び開発課題の概要等
【援助重点分野及び開発課題の概要】
　ガーナ貧困削減戦略（GPRS）の開発目標「経済成長を伴った貧困削減」を達成するため、我が国は「地方・
農村部の活性化」を重点開発課題とし、貧困地域における保健を含む基礎的生活環境の改善に取り組んでいる。

【当該国政府方針との整合性】
　ガ国では、「第二次国家保健 5 ヵ年計画（2002 年〜 2006 年）」を策定し、「健康状態の向上と健康における
不平等の削減」を目指し、（1）保健サービスの質の改善、（2）保健サービスへのアクセス向上、（3）保健サー
ビス供給の効率改善、（4）パートナーシップの育成、（5）保健財政の改善を戦略の 5 つの柱としている。

9．他ドナー等の活動
オランダ、 DFID、 DANIDA 、EU 、世銀等は「ヘルス・ファンド」と呼ばれるセクターファンドを行っていたが、
近年は一般財政支援への移行がみられる。その他、過去に DANIDA により UW 州の半数の病院等への無線機
等の供与が行われるとともに、現在 USAID により北部三州を除く州において CHPS 拡充が行われている。
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10．実施体制、国内支援体制
現地では、プログラム調整委員会（事務局：ガーナ事務所、メンバー：左記他技プロチーム・協力隊員）、国内では、
プログラム運営委員会・作業部会（事務局：ガーナ事務所・アフリカ部、メンバー：左記他人間開発部・無償
資金協力部・協力隊事務局・企画・調整部、国総研）を設置し、活動進捗状況の把握、情報共有、関連活動の
調整を行なう。なお、各事業の手続、意思決定は各担当部署で行なう。

11．備考
・戦後、医師不足に悩む沖縄の離島で住民の健康向上に取り組んだ公衆衛生看護婦の制度など戦後日本の保健
医療の復興経験も活かす。
・重要な外部要因、他ドナー活動については、シナリオを確認していく作業の中で適宜明確化していく。
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標
：

C
H
PS

拡
充
に
か
か
る
政
策
・
制
度
や
他
ド
ナ
ー
の

活
動
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
成
果
が
反
映
さ
れ
る
。

成
果
：

1.
 �州

保
健
管
理
局
及
び
郡
保
健
局
の

C
H
PS

拡
大
に
か
か
る
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
向
上

す
る
。

2.
 C

H
O

お
よ
び
準
郡
保
健
チ
ー
ム

(S
D
H
T)

の
能
力
が
向
上
す
る
。

3.
 C

H
PS

活
動
に
関
す
る
監
督
シ
ス
テ
ム
が
改
善
さ
れ
る
。

4.
 �C

H
PS

、
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
及
び
病
院
間
の
リ
フ
ァ
ラ
ル
・
カ
ウ
ン
タ
ー
リ
フ
ァ
ラ
ル
体
制

が
改
善
さ
れ
る
。

成
果
：

1.
 州

/
郡
病
院
に
お
い
て
医
療
機
材
が
整
備
さ
れ
る
。

2.
 保

健
所
の
医
療
機
材
が
整
備
さ
れ
る
。

3.
 �コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
健
師
養
成
校
に
お
い
て
教
材
実
習
機
材
が
整
備
さ
れ
る
。

4.
 �保

健
所
や
郡
（
州
）
病
院
に
お
い
て
無
線
機
や
救
急
車
が
整
備
さ
れ
る
。

成
果
：

1.
 �ス

テ
ー
ジ

1
郡
に
お
い
て
、
住
民
の
水
・
衛
生

・
栄
養
等
健
康

に
関
す
る
知
識
が
増
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
住
民
の
健
康
改
善

活
動
が
促
進
さ
れ
る
。

2.
 ス

テ
ー
ジ

2
郡
に
お
い
て
、
C
H
PS

拡
充
が
促
進
さ
れ
る
。

成
果
：

1.
 �プ

ロ
グ
ラ
ム
関
連
情
報
が
収
集
さ
れ
、
日
本
側
関

係
者
に
共
有
さ
れ
る
。

2.
 �ガ

国
保
健
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成

果
が
政
策
・
制
度
や
他
ド
ナ
ー
の
活
動
に
反
映
さ

れ
る
。

活
動
：

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
合
同
調
整
委
員
会
（
JC

C
）
の
開
催

・
既
存

C
H
PS

の
把
握
と
レ
ビ
ュ
ー

・
研
修
の
実
施
（
RH

M
T・

D
H
M
T・

C
H
N
・
C
H
O
・
SD

H
T・

C
H
V）

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
作
成
（
RH

M
T・

D
H
M
T・

C
H
N
・
C
H
O
・
C
H
V）

・
C
H
PS

拡
大
計
画
の
作
成
支
援

・
�D
H
M
T,

郡
議
会
、
郡
保
健
委
員
会
、
他
セ
ク
タ
ー
、
N
G
O

や
他
の
援
助
機
関
と

C
H
P
活

動
に
係
る
支
援
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
の
会
議
（
郡
）
C
H
PS

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施

・
C
H
O
・
SD

H
T
研
修
ニ
ー
ズ
の
把
握
及
び
研
修
用
モ
ジ
ュ
ー
ル
作
成

・
現
地

N
G
O

再
委
託

・
合
同
定
例
会
議
の
開
催

・
研
修
の
実
施
（
RH

M
T・

D
H
M
T・

C
H
N
・
C
H
O
・
SD

H
T・

C
H
V）

・
�C
H
PS

活
動
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

/C
H
PS

保
健
情
報
シ
ス
テ
ム
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

・
�ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
現
状
分
析
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

/
ス
ー
パ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
研
修
（
SD

H
T)

　
リ
フ
ァ
ラ
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
リ
フ
ァ
ラ
ル
体
制
の
改
善
支
援

・
現
地

N
G
O

に
よ
る
住
民
参
加
促
進
活
動
実
施

・
相
互
視
察
と
グ
ッ
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共
有

・
本
邦
研
修
の
実
施

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
合
同
調
整
委
員
会
（
JC

C
）
の
開
催

活
動
：

・
�協
力
対
象
範
囲
の
検
討
、
機
材
仕
様
等
の
検
討
、
相
手
側
と
の
合
意
形
成
（
基

本
設
計
調
査
）

・
州

/
郡
病
院
の
活
動
に
必
要
な
基
本
的
医
療
機
材
の
調
達
、
据
付

・
保
健
所
の
活
動
に
必
要
な
基
本
的
な
医
療
機
材
の
調
達
、
据
付

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
健
師
養
成
学
校
の
教
育
実
習
機
材
の
調
達

・
州

/
郡
病
院
の
患
者
搬
送
に
必
要
な
救
急
車
の
調
達

・
保
健
所
へ
の
無
線
機
の
調
達
、
据
付

活
動
：

・
�ス
テ
ー
ジ

1
郡
に
お
け
る
安
全
な
水
の
供
給
、

衛
生
・
栄
養
等

に
関
す
る
啓
発
及
び
住
民
参
加
の
活
動
促
進（

村
落
開
発
普
及
員
、

公
衆
衛
生
、
栄
養
士
等
）

・
�ス
テ
ー
ジ
２
郡
に
お
け
る

C
H
PS

拡
充
へ
の
活
動
支
援（

保
健
師
、

看
護
師
等
）

・
�協
力
隊
員
活
動
支
援
と
配
属
先
・
他
ス
キ
ー
ム
と
の
調
整（

フ
ィ
ー

ル
ド
調
整
員
）

活
動
：

・
�プ
ロ
グ
ラ
ム
定
例
会
議
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
連
情

報
提
供

・
�中
央
政
府
の

C
H
PS

拡
充
に
か
か
る
政
策
・
制
度

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
他
ド
ナ
ー
と
の
連
携
促
進
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参
考
資
料
2

ス
キ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

指
標

入
手
手
段

評
価

事
前

中
間

終
了

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
目

ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
州
の
住
民
の
健
康
状

態
が
改
善
す
る
。

1.
 妊

産
婦
死
亡
率

2.
 5
歳
未
満
児
死
亡
率

1.
� 5
年
ご
と
に
お
こ
な
わ
れ
る
ガ
ー
ナ
人

口
保
健
調
査
（
20

08
年
及
び
20

13
年

実
施
予
定
）

2.
 M

IC
S（

ユ
ニ
セ
フ
支
援
）
20

06

20
06

年
11

月
中
旬
以
降

予
定

未
定

未
定

技
プ
ロ

プ
ロ
目

機
能
し
て
い
る
C
H
PS

ゾ
ー
ン
の
拡
大
に

よ
っ
て
、
対
象
地
域
住
民
の
良
質
な
基
礎

的
保
健
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上

す
る
。

1.
 �ス

テ
ー
ジ
１
郡
で
機
能
し
て
い
る
C
H
PS

ゾ
ー
ン
数
が
郡
保
健
局

の
拡
大
計
画
に
よ
っ
て
増
加
す
る
。

2.
 �ス

テ
ー
ジ
１
郡
で
予
防
接
種
率
、
妊
産
婦
死
亡
率
、
専
門
技
能
者

の
立
会
い
に
よ
る
出
産
の
数
、
避
妊
実
行
率
が
上
昇
す
る
。

3.
 �2
郡
で
改
善
さ
れ
た
リ
フ
ァ
ラ
ル
シ
ス
テ
ム
や
リ
フ
ァ
ラ
ル
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
他
の
6郡

で
導
入
さ
れ
る
。

4.
 �2
00

9年
ま
で
に
ス
テ
ー
ジ
２
郡
の
50

％
以
上
で
効
果
的
・
効
率

的
な
監
督
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
。

5.
 �2
00

9年
ま
で
に
ス
テ
ー
ジ
１
郡
で
改
善
さ
れ
た
住
民
参
加
方
法
が

他
の
郡
で
導
入
さ
れ
る
。

・
郡
保
健
局
報
告
書

・
�モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
報
告
書
（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
方

法
構
築
）

20
08

年
予
定

20
09

年
予
定

成
果

1.
 �州

保
健
管
理
局
及
び
郡
保
健
局
の

C
H
PS

拡
大
に
か
か
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
が
向
上
す
る
。
　

1.
 �R

H
M
T及

び
D
H
M
Tに

よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
結
果
の
活
用

事
例
数
が
上
昇
す
る
。

2.
 �D

H
M
Tに

よ
り
郡
ご
と
の
C
H
PS

拡
大
計
画
が
毎
年
見
直
さ
れ
て

作
成
さ
れ
る
。

3.
 C

H
PS

拡
大
に
係
る
郡
保
健
局
の
年
間
予
算
が
増
加
す
る
。

4.
 �2
00

7年
か
ら
郡
議
会
が
C
H
PS

拡
大
に
か
か
る
予
算
を
年
間
予
算

に
計
上
す
る
。

5.
 D

H
M
Tの

業
務
遂
行
能
力
が
向
上
す
る
。

・
 郡

保
健
局
報
告
書

・
 �パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
よ
る
評
価

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
報
告
書

2.
 �C

H
O
お
よ
び
準
郡
保
健
チ
ー
ム

（
SD

H
T）

の
能
力
が
向
上
す
る
。

1.
 S

D
H
Tの

業
務
遂
行
能
力
が
向
上
す
る
。

2.
 C

H
O
の
業
務
遂
行
能
力
が
向
上
す
る
。

3.
 �コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
C
H
PS

で
う
け
ら
れ
る
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
満
足
度
が
上
昇
す
る
。

・
� パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
よ
る
評
価

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
満
足
度
調
査
報
告
書

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
報
告
書

3.
 �C

H
PS

活
動
に
関
す
る
監
督
シ
ス
テ
ム

が
改
善
さ
れ
る
。
　
　

1.
 �R

H
M
T、

D
H
M
T、

SD
H
T、

C
H
O
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

結
果
の
活
用
事
例
数
が
増
加
す
る
。

2.
 ス

ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
年
間
行
動
拳
行
率
が
上
昇
す
る
。

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
報
告
書

・
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
報
告
書

・
C
H
PS

報
告
書

4.
 �C

H
PS

、
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
及
び
病
院

間
の
リ
フ
ァ
ラ
ル
・
カ
ウ
ン
タ
ー
リ

フ
ァ
ラ
ル
体
制
が
改
善
さ
れ
る
。

1.
 リ

フ
ァ
ラ
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
利
用
度
上
昇
。

2.
 保

健
所
及
び
病
院
へ
の
リ
フ
ァ
ラ
ル
数
上
昇
。

・
 C

H
PS

報
告
書

・
 郡

病
院
報
告
書

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
報
告
書

プ
ロ
グ
ラ
ム

PD
M

平
成

18
年

7
月

21
日
作
成

別
添
資
料

2　
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ス
キ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

指
標

入
手
手
段

評
価

事
前

中
間

終
了

無
　
償

プ
ロ
目

1.
 �ア

ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
州
内
の
全
て
の
郡

病
院
、
及
び
全
て
の
保
健
所
に
お
い
て

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
改
善
さ
れ
る
。

2.
 �C

H
PS

、
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
、
病
院
間

の
リ
フ
ァ
ラ
ル
体
制
が
改
善
さ
れ
る
。

3.
 �ア

ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
州
に
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
保
健
師
養
成
学
校
の
教
育
環
境

が
向
上
す
る
。

保
健
所
：
�「
外
来
受
診
者
数
」
、
「
周
産
期
健
診
件
数
」
、
「
分
娩

件
数
」

病
院
：
�「
外
来
受
診
者
数
」
、
「
周
産
期
健
診
件
数
」
、
「
分
娩
件

数
」
、
「
帝
王
切
開
件
数
」
、
「
手
術
件
数
」
、
「
超
音
波

診
断
件
数
」
、
「
血
液
検
査
数
」
、
「
献
血
件
数
」

C
H
N
養
成
関
連
：
�「
実
習
機
材
を
使
用
す
る
授
業
数
」
、
「
教
育
機

材
を
使
用
す
る
授
業
数
」

リ
フ
ァ
ラ
ル
関
連
：
�「
受
入
れ
紹
介
患
者
数
」
、
「
送
り
出
し
紹
介

患
者
数
」

C
H
N
養
成
校
へ
の
質
問
表

G
IS
の
ル
ー
チ
ン
デ
ー
タ

成
果

1.
 �州

/郡
病
院
に
お
い
て
医
療
機
材
が
整

備
さ
れ
る
。

2.
 �保

健
所
の
医
療
機
材
が
整
備
さ
れ
る
。

3.
 �コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
健
師
養
成
校
に
お
い

て
教
材
実
習
機
材
が
整
備
さ
れ
る
。

4.
 �保

健
所
や
郡
（
州
）
病
院
に
お
い
て
無

線
機
や
救
急
車
が
整
備
さ
れ
る
。

納
入

機
材
数
、
種
類

業
務
月
報
・
完
工
報
告
書

JO
C
V

プ
ロ
目

住
民
参
加
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

康
改
善
活
動
が
促
進
さ
れ
る
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
効
果
の
言
及

・
レ
ベ
ル
を
下
げ
た
指
標
の
設
定
（
検
討
中
）

・
隊
員
報
告
書

成
果

1.
 �ス

テ
ー
ジ
1郡

に
お
い
て
、
住
民
の

水
・
衛
生
・
栄
養
等
健
康
に
関
す
る
知

識
が
増
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
住
民
の

健
康
改
善
活
動
が
促
進
さ
れ
る
。

2.
 �ス

テ
ー
ジ
2郡

に
お
い
て
、
C
H
PS

拡
充
が
促
進
さ
れ
る
。

・
隊
員
報
告
書

個
別
専
門
家

プ
ロ
目

C
H
PS

拡
充
に
関
す
る
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

成
果
を
踏
ま
え
た
、
政
策
・
制
度
が
整
備

さ
れ
る
。

成
果

1.
 �プ

ロ
グ
ラ
ム
関
連
情
報
が
収
集
さ
れ
、

日
本
側
関
係
者
に
共
有
さ
れ
る
。

2.
 �ガ

国
保
健
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
成
果
が
政
策
・
制
度
や
他
ド

ナ
ー
の
活
動
に
反
映
さ
れ
る
。

プ
ロ

グ
ラ
ム
定
例
会
議
（
援
助
調
整
専
門
家
、
技
プ
ロ
、
JI
C
A事

務
所
、

JO
C
V）

で
の
報
告
内
容

プ
ロ

グ
ラ
ム
の
成
果
に
関
す
る
中
央
レ
ベ
ル
で
の
会
議
で
の
報
告
内

容
と

数
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
成
果
が
国
家
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
研
修

モ
ジ

ュ
ー
ル
に
反
映
さ
れ
た
内
容
と
数
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
が
他

の
ド

ナ
ー
の
活
動
に
反
映
さ
れ
た
内
容
と
数

プ
ロ
グ
ラ
ム
定
例
会
議
議
事
録

保
健
省
と
の
会
議
議
事
録

国
家
マ
ニ
ュ
ア
ル

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

研
修
モ
ジ
ュ
ー
ル

ド
ナ
ー
会
議
議
事
録

ド
ナ
ー
活
動
報
告
書
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参
考
資
料
2

ガ
ー
ナ
国
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
州
住
民
の
健
康
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
業
工
程
表
（
20

06
−

20
07

）
平
成

18
年

9
月

6
日
作
成

別
添
資
料

3　
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2 - 4　インドネシア国南スラウェシ州地域開発プログラム 5 

1.　協力プログラムの戦略性強化の背景
インドネシア国では、国民の生活と福祉の質の向上に目覚しい成果を挙げてきた一

方で、地域間の格差（貧富）が生じてきている。地域間の発展格差は、ジャワ及びバ
リ島の大都市への人口の過度な集中、環境破壊・汚染等の問題を生むとともに、後進
地において社会不安・分離独立運動を引き起こす一因ともなっている。特に貧困地帯
として東部インドネシア地域は国全体の中でも他地域との差は顕著であり、インドネ
シア政府は、地域開発を、地方分権化と共に政府が早急に取り組むべき重要な課題と
して第六次 5 カ年計画や国家開発計画（PROPENAS）の中で取り上げ、国家開発計
画の重要な政策アジェンダとして、ドナー側へも支援が要請されていた。わが国は、
1960 年代より東部インドネシア、中でも、南スラウェシ州を中心に様々な協力を実
施してきた。今まで当地域へなされた支援の実績と効果、構築された人的ネットワー
ク及び東部インドネシアにおける南スラウェシ州の大きな役割が認識され、地方分権
化支援と合わせ地域開発のための本プログラムが検討された。

JICA のプログラム事業としてクロス・セクトラル（農業や教育などのセクター
を超えた）な地域開発となった背景には、今までの援助方式への反省がある。従来
JICA が実施してきた対インドネシア支援は中央省庁からの要請に基づく案件の形成
が主流だったため、省庁縦割りベースに、セクターごとに異なる地域を対象として協
力を実施する傾向にあった。また、同じ地域で実施する協力であってもセクターを超
えた連携は効果の発現までに至っておらず、案件間の相乗効果の確保という点からは、
必ずしも効果的な協力とはなっていなかった。よって、地域単位で包括的に計画・実
施することが、特に地方分権化の進展により、地方政府の役割・権能の強化のために
も、緊急に求められていた。

2.　協力プログラム概要
（1）目標：南スラウェシ州の開発を通じた貧困削減の促進
�　プログラムは 3 つのサブプログラムに分かれ、プログラムの上位には、東部イン
ドネシアの開発（格差是正、貧困削減）を置いている。

　　　　　　　　東部インドネシア地域開発プログラム　　　地域間格差是正と

　　　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　↑　　　　
貧困削減を目的とする

　　　南スラウェシ州地域開発プログラム　　　東北インドネシア開発プログラム
　　　　↑　　　　　　↑　　　　　↑
マミナサタ都市圏　　地域経済振興　　社会開発
開発サブプログラム　サブプログラム　サブプログラム
5　�調査研究「事業マネジメントのあり方」（テーマ 1）第 5 回研究会報告資料
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（2）期間：�2005 年− 2011 年　（一応、ローリングプランでは 6 年間が記入されて
いるが、2015 年、あるいはそれ以上を見据えた事業計画である）

（3）コンポーネント：　
　本プログラムは 3 つのサブプログラムからなる。
　⑴�「マミナサタ都市圏開発」サブプログラム　地域の発展を牽引する都市部の開

発：都市環境整備、都市交通整備、民間事業化支援
　⑵�「南スラウェシ州経済振興」サブプログラム　地域全体のバランスの取れた開

発：地場産業の振興、生産・加工・流通システムの強化、貿易振興
　⑶�「社会開発促進」サブプログラム　社会開発の推進：地域の保健衛生、地域教

育システムの普及、社会開発（特に教育、地域保健、村落開発）分野に集約し
た JOCV 派遣

サブプログラムの目標とコンポーネントの構成

 （4）目標達成までのシナリオ
�　次の3つのアプローチに基づき3つのサブプログラムが相互に連携を取りながら、
地域全体の開発をすすめる。
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＜ 3 つのアプローチ＞
　⑴�都市部開発 + 農村部開発の有機的連携（都市部と農村部の地域間連携による

相乗効果、州総体としての発展）
　⑵�地方行政と地域社会への複層的アプローチ（地域社会への直接的な裨益効果と

地方行政による成果の波及の双方を重視。）
　⑶�プログラムの全体開発構想（州政府の開発計画との整合性）に基づき、実施に

あたって各案件間の連携を可能な限り促進。

特に、他のサブプログラムより実施が先んじている「マミナサタ都市圏開発サブプ
ログラム」は州都であるマカッサルを中心に都市機能を充実させ、環境に配慮し、ま
た住民が住みよい都市圏づくりを目指すと同時に、州全体の経済の牽引役となれるよ
う、州政府及び関連する 3 の県と市のレベルの行政官のキャパシティ強化、制度構築
も行なう。州の農村部は「社会開発促進サブプログラム」で教育と医療分野を中心に、
コミュニティレベルでの能力強化を図り、さらに、州全体の経済の活性化に向けて、
州の地方のコミュニティと都市部を地場産業の振興「地域経済振興サブプログラム」
でつなぐ構想である。

プログラムイメージ

Driving Force (
))

)

Driving Force (
))

)

3.　特徴
◦　�相手国と共に開発計画（本プログラム）を作りながら、日本の援助を中心にプ

ログラムのシナリオが作られた。
◦　�クロス・セクトラルな地域開発は、事業のカバレッジの広さ、地域事務所、重

層的な目標設定など、多くの点で先進的な試みがされている。
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◦　�南スラウェシ州という地域を絞り込んだ上で、重点課題を見出し、上のプログ
ラム（ここでは東部インドネシア）との関連で計画を作成している。

◦　�国内に地域事務所（マカッサル・フィールド・オフィス : MFO）の設置によ
る州の関係者との緊密な関係を作り、マネジメント体制を拡充している。

◦　相手国 C/P との密接なやり取りによる高い CD 効果を目指している。

4.　教訓と提言
◦　計画時からの協議
相手側である南スラウェシ州の計画局と、計画作りから協議を続け、それにより、

徐々に相手側の意識を変え、さらに相手側のオーナーシップの向上につながっている。
　★計画時からの相手側との協議を重視する。

◦　MFO の設置とプログラムマネジャーの配置
多くの関係者を巻き込みかつ多くの事業を管理するためには、プログラム専任の職

員あるいは専門家を置き運営管理する。相手側実施機関が地方の州の場合、援助する
側も中央に居たのでは、十分に協議をする事ができない。

　★�地方自治体を対象とする場合、プログラム内容を十分に協議し実施するため、
相手側と同じ目線、同じ環境に援助側も自らをおき、密接な連携ができるよう
に努力する。

◦　重層的また遠い将来を見据えた計画作り
南スラウェシ州の位置づけを州自体の開発の重要性と共に、東部インドネシア地域

の中の役割、また、それまでの日本の援助の経験から引き出される優位性に注目して
計画が作られてきた。援助のアプローチとして（特に上記の（２））行政とコミュニティ
の両方へのアプローチを行い、上からと下からの開発を同時に進めている。

　★計画の方向性が明確で、プログラムの位置づけが明確である。
　★ �CDの視点が活かされ、コミュニティレベルと行政レベルの双方に働き掛ける

援助手法が使われている。

◦　実施可能性とプログラム規模に関する注意
一方で、全体の方向性は、貧困削減、そのための東部地域、さらにその中の南スラ

ウェシ州、さらに３つのサブプログラムと、順を追って理解される半面、個々のサブ
プログラムを構成する事業計画の詰めが具体化されていない。相手国と共有できる将
来像ばかりではなく、当面の実施可能な事業目的や責任範囲をリソースの可能性と共
に検討する必要がある。

　★�プログラムの方向性ばかりではなく、実施及び目標の達成可能性（「貢献」であっ
ても）を十分検討した上で、できるだけ具体的な内容を実施期間を明確にして
計画する。
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